
土壌腐食性項目の分析 

ANSI（アメリカ工業規
格）の土壌腐食性評価
項目を一括で分析でき
ます。 
 
その他、水の腐食性項
目等、幅広い分析項目
に対応可能です。 
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分析項目 分析方法 備考 

土壌抵抗率 
【比抵抗】＊ 

 土壌箱〔ソイルボックス〕
法(2電極法) 

比抵抗が小さいほど電気が流れやすく金属が溶け出
る。 

土懸濁液のｐH【ｐＨ 値】＊ イオン電極法 酸性領域では腐食が進行する。 

酸化還元電位(Eh) 
【Ｒｅｄｏｘ電位】＊ 

白金電極法 電位が低いほど土壌が還元状態にあり硫酸還元バク
テリアが繁殖しやすい。 

含水率【水分】＊ 重量法 水分が多いほど腐食しやすい。 

硫化物定性【硫化物】＊ ヨウ素・アジ化反応による
定性 

硫化物が多いと腐食性が高くなる。 

土色 標準土色帖との比較 粘土質で黒～青灰系の土は腐食しやすい傾向がある。 

水溶性塩化物イオン イオンクロマトグラフ法 濃度が高いほど腐食しやすい。 

水溶性硫化物イオン イオンクロマトグラフ法 濃度が高いほど腐食しやすい。 

〇 土壌腐食性の分析項目 

＊：ANSI/A21.5 による腐食性土壌評価項目 （項目合計点が10点以上の場合腐食性が高いとされる） 

〇 水の腐食性に関する分析項目 
 
 塩化物イオン、硫酸イオン、ｐH、比抵抗、アルカリ度、酸度、蒸発残留物 他 

硫化物定性〔ANSI評価項目〕 


